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事 業 仕 様 書 

事 業 名 ふれあい合宿 

目   的 

① 規律ある集団生活を通じて、ふれあいを深め、信頼関係の確立を図る。 

② 自然とのふれあいや地域社会への理解を通じ、通常の生活では得がたい 

 体験を図る。 

③ 野外活動を通して、健康の増進を図る。 

事 業 概 要 

 

・教育委員会の主催の事業 

・市立の全中学校１年生が対象（希望する学校のみ） 

・青年の家１、少年自然の家２で分担する（教育委員会で調整） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主な活動（昼間）ウォークラリー、カヌー、登山等 

     （夜間）試胆会、キャンプファイヤー、キャンドルの集い等 

 

昨年度実績 
・５月～７月（一学期）の間で、祝祭日及び日曜日を除く 

  ３５校  7，０４２人 

留 意 点 

・中学校指導者との事前打合せをすること。 

・ふれあい合宿の趣旨や目的を理解のうえ、活動プログラム等を作成する 

 こと。 

・食数、アレルギー等について食堂との調整を行うこと。 

備   考 

・教育委員会主催の事業により、施設使用料は徴収しない。 

・食事代は食堂業者に、シーツクリーニング代は市に納付する。 

・活動に係るクラフト等の材料は、指定管理者において準備し、学校から 

 徴収する。（事前打合せ時に決定する） 

 

 
10:30 入所 
11:00 入所式、オリエ 
    ンテーション 
12:00 昼食 
13:30 活動Ｂ 
17:00 夕べのつどい 
17:30 夕食 
19:00 活動Ｃ 
20:30 入浴 
22:00 消灯 

 6:30 起床 
 7:30 朝のつどい 
 8:00 朝食 
 9:00 活動Ａ 
12:00 昼食 
13:30 活動Ｂ 
17:00 夕べのつどい 
17:30 夕食 
19:00 活動Ｃ 
20:30 入浴 
22:00 消灯 

 6:30 起床 
 7:30 朝のつどい 
 8:00 朝食 
 8:45 奉仕活動 
 9:30 退所準備 
10:00 退所式 
10:20 退所 
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事 業 仕 様 書 

事 業 名 自然教室・宿泊学習 

目   的 

 児童生徒が豊かな自然環境の中で学習活動を行うことにより経験を深め 

、集団宿泊生活を通じて、児童生徒相互及び教師との人間関係を深める。 

① 家庭から離れ集団生活の中で自律的な生活を経験させる。 

② 自然とのふれあいや集団生活を通じ、通常生活では得がたい体験を図 

 る｡ 

③ 自然の中で野外活動などを通じ、健康の増進を図る。 

事 業 概 要 

 

・学校（教育委員会）主催の事業 

・自然教室 小学校５年生が対象（希望する学校のみ） 

・宿泊学習 特別支援学校が対象（希望する学校のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度実績 
・自然教室 １３９校  ９，７１８人 

・宿泊学習   ５校    １３４人 

留 意 点 

・宿泊学習では、児童の障害に応じた活動プログラムとなるため、事前の 

 打合せを十分にすること。 

・特に重度重複障害児の食事は、きざみ食等の配慮が要るため、食堂との 

 打合せをすること。 

備   考 

・教育委員会主催の事業により、施設使用料は徴収しない。 

・食事代は食堂業者に、シーツクリーニング代は市に納付する。 

・活動に係るクラフト等の材料は、指定管理者において準備し、学校から 

 徴収する。（事前打合せ時に決定する） 

 
 
 
 

10:30 入所 
11:00 入所式、オリエン 
    テーション 
12:00 昼食 
13:30 活動Ｂ 
17:00 夕べのつどい 
17:30 夕食 
19:00 活動Ｃ 
20:30 入浴 
22:00 消灯 

 6:45 起床 
 7:30 朝のつどい 
 8:00 朝食 
 8:45 清掃活動 
 9:00 活動Ａ 
12:00 昼食 
13:30 退所準備 
14:00 退所式 
14:20 退所  


